







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































判例時報 2464号 120 
ナ
ン
ス
と
専
門
家
の
役
割」
法
時
l
l
5
2
号
(
2
O
2
0
年） 。
(
lo)
筆
者
の
研
究
か
ら
も 、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
感
染
爆
発
を
繰
り
返
す
よ
り
「
適
度
な」
持
続
的
感
染
抑
制
策
に
よ
っ
て
経
済
的
影
響
と
感
染
抑
制
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
施
策
の
優
位
性
が
示
さ
れ
て
い
る 。
Tsu
yos
hi
H
o
n
d
o
u 、
二'
B
al
a
n
ci
n
g
c
osts
 a
n
d
 
be
ne
fits
 of
 pa
n
de
mi
c
 co
nt
rol
 in
 an
 
o
ut
brea
k
 p
h
as
e"
 
h
tt
ps://arxi
v .
 0
 rg/
 
abs/20
10 .
00305
 (
2
O
2
0
年） 。
(
11)
佐
藤
元
「
公
衆
衛
生
政
策
と
人
権
ー'
|
私
権
制
限
を
伴
う
政
策
の
正
当
性
評
価
の
基
準
と
手
続
き」
医
療
と
社
会
15
巻
2
号、
63
頁
(
2
o
o
5
年） 。
(
12)
た
と
え
ば 、
吉
田
克
己
11
マ
チ
ル
ド
・
オ
ー
ト
ロ
ー
11
ブ
ト
ネ
編
『
環
境
リ
ス
ク
へ
の
法
的
対
応』
（
信
山
社 、
2
o
l
7
年） 。
（
ほ
ん
ど
う
つ
よ
し
・
東
北
大
学
理
学
研
究
科
准
教
授）
(8)
 
の
販
売
等
を
制
限
す
る
法
規
定 、
軍
人
へ
の
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
と
虚
偽
に
表
明
す
る
こ
と
を
罰
す
る
法
規
定
が
違
憲
と
さ
れ
た 。
ま
た 、
同
性
愛
者
等
に
誹
謗
を
繰
り
返
し
て
い
た
教
会
に
よ
る 、
軍
人
の
葬
儀
場
近
く
で
の
ピ
ケ
に
対
す
る
民
事
訴
訟
奈
須
ギ
ンル
ー
ス・
B
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
と
表
現
の
 
く
者
が 、
内
部
告
発
を
由
に
報
復
(
Il
)
 
め
損
害
賠
償
を
求
め
た
が
斥
け
ら
れ
た
事
件
が
挙
ル
ー
重
視
の
傾
向
②
に
つ
い
て
は 、St
evens
事
件
が
参
考
な
る 。
こ
の
件
で
は 、
動
物
虐
待
の
描
写
は
類
型
的
に
保
護
さ
れ
な
い
とい
う政
府
の
主
張
が
け
ら
れ
た 。
ギ
ン
ズ
バ
ーグ
が
参
加
し
た
法
廷
意
見
は
個
別
的
利
益
衡
量
を
拒
否
し 、
保
護
さ
れ
な
い
言
論
範
疇
を
創
設
す
る
こ
とに
慎
重
な
立
場
を
示
し
た 。
同
様
の
傾
向
は
Al
va
rez
事
件
で
よ
り鮮
明
に
なっ
た 。
こ
の
事
件
の
相
対
多
数
意
見
は
個
別
的
利
益
衡
量
を
否
定
し
た
うえ
で 、
本
件
規
制
が
保
護
さ
れ
な
い
言
論
範
疇
に
入
る
か
を
検
討
し 、
結
果
として
そ
れ
を
否
定
し
た 。
こ
れ
に
が
執
筆し
た
少
数
意
見
は
規
制
目
的
と
規
制
手
段
を
柔
軟
に
審
査
す
る
手
法
を
採
用
し
た 。
こ
の
う
ち 、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
前
者
に
賛
同
し
た
の
で
あ
る 。
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
執
筆の
意
見
で
も 、
個
別
的
利
益
衡
量
を
避
け 、
既
存
の
法
理
を
適
用
し
て
事
(
14
)
 
件
を
処
理
す
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る 。
4
c
L
S
事
件
判
決
法
廷
意
見
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
思
想
が
現
れ
て
い
る
も
の
と
し
て 、
C
L
S
事
件
判
決
が
あ
る 。
こ
の
事
件
で
は 、
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
法
科
大
学
院
が
運
営
し
て
い
た
登
録
学
生
団
体(
R
s
o
)
が
問
題
に
な
っ
た
。
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
団
体
(
C
h
i
r
stia
n
Legal
 
S
o
c
i
e
t
y
;
C
L
S)
は 、
信
仰
上
の
理
由
